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研究成果の概要（和文）： 

人々の生活によって維持されている二次的植生が持つ、生物・文化多様性が注目されている。

西アフリカの「高地ギニア森林生態系」では、植生の大部分は人為的な改変を受けているが、

豊かな動植物層が確認されており、生物多様性ホットスポットに指定されている。本研究は, 

ギニアの人々の土地利用と植生環境の歴史的相互作用を分析した。外部者によって、人為によ

り消滅しつつある自然景観、という一方的な評価を受けてきたこの地域の景観は、むしろ「田

園景観」として評価するべきであるという洞察が得られた。 

 
研究成果の概要（英文）： 
Growing attention is being focused on human-modified vegetations maintained by various 
local subsistence activities, which have eventually supported rich bio- and cultural 
diversity. The “Upper Guinea Forest Ecosystem” in West Africa is designated as one of 
the biodiversity hotspots because of its rich fauna and flora, but the area is composed 
mostly of human-modified vegetation. This project described and analyzed the historical 
interactions between the Guinean unique vegetation and local people’s land use systems. 
The study strongly implies that the vegetation is better evaluated positively as cultural 
or “pastoral” landscape rather than the conventional outsiders’ view of the last 
remaining remnant of the natural forest being destroyed by the local people.    
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１．研究開始当初の背景 
  アフリカの自然保護行政は、19 世紀末から
本格化する植民地支配の下で、絶対的な権限
を手にした植民地行政官らによってその礎
が築かれた。それらは、同時期北米において
成立した、「手つかずの原生林」「原野
(wilderness)」という自然観を基盤としたも
のであった。人々の影響を排除した自然保護
区という理想は、立ち退きによる大規模な土
地の囲い込みとして実行され、今日まで住民
と政府との間の深い不信感を生む原因とな
っている。 
  近年、自然保護区をめぐる植民地主義的態
度は大いに批判・反省され、住民主体、住民
参加型を謳うプロジェクトが主流を占める
ようになった。このパラダイムシフトは、ア
フリカおける自然保護活動の将来に関して、
間違いなく重要な方向性を示している。しか
し、現在行われている議論においても、保全
すべき自然のイメージは相変わらず「手つか
ずの自然」である。また、焦点となっている
論点は、中核となる原生自然のゾーニングデ
ザインや、「参加」する地域住民への利益還
元といった、実利的な問題に集中している。 
  本研究が主対象とする、ギニア共和国南部
の森林地域は、「高地ギニア森林生態系」と
呼ばれる生態系の一部である。氷河期の森林
縮退期にもサバンナ化せずに残った「リフュ
ージ」と呼ばれる歴史の古い森林地域であり、
現在の生物多様性が高く保全の優先度が高
い「ホットスポット」の一つとして、国際的
に認知されている。この地域はまた、稲作を
はじめとする農業活動によって歴史的にも
比較的人口密度が高く、長期にわたって人々
の生活活動が自然環境に影響を与えてきた
地域でもある。そのため植民地期以降、人口
増と焼畑農業によって自然破壊が進み、人為
的諸要件のために環境が荒廃しているとい
う一方的な評価を受けてきた。 
 
２．研究の目的 
  「高地ギニア森林生態系」において、大規
模な自然保護区が比較的未発達にもかかわ
らず、高い生物多様性が維持されているとい
う事実は、つまりは多くの希少生物が、保護
区外の人為的植生に依存しているというこ
とでもある。二次的植生に積極的な意義を見
いだすわが国の里山保全運動と同様に、この
ような西アフリカの森林保全状況に関与す
る人々の生活の影響を、肯定的に見直してみ
る価値がある。西アフリカ型田園景観の保全
を理念として確立することは、この地域の生
物多様性保全の将来像を描くためにきわめ
て有用であり、同時に、内戦や都市化によっ
て脅かされているこの地域の農村の文化多
様性保全のためにも有益であり得る。 
  申請者は、これまで、野生チンパンジーと

の共存で知られるギニア共和国ボッソウ・ニ
ンバ地域において、ギニア的田園風景ともい
うべき農村周辺の生態系、なかでも精霊の森
と呼ばれる伝統宗教を背景とした保護林と
チンパンジーとの関係に注目し、１）精霊の
森を含む人為的生態系が大型動物の生息地
としてどのような特徴を持ち、２）住民側の
どのような実践的・文化的配慮によって共存
が成立し、３）そのような関係が歴史的にど
のように成立してきたかに注目して研究を
行ってきた。本研究においては、上記の研究
蓄積を踏まえ、同研究地において、 森林そ
のもの成立や利用を総体的にとらえるアプ
ローチに加え、いくつかの重要な個別の樹種
に対するさまざまな利用や認識、植樹などの
歴史的経験を、実際に存在する特定の樹木レ
ベルで聞き取りを行い、実体的な歴史の再構
築を試みる。 
  また、サハラ砂漠から海岸部まで、サバン
ナから森林へと垂直的に遷移する植生分布
に注目し、熱帯林地帯に含まれるボッソウ／
ニンバ地域に加え、より乾燥した対照地域を
選定し、異なる気候、植生条件下で、人々の
森、樹木に対する実用的、精神的位置づけが
どのように相違するのかを比較調査する。同
時に、「田園風景」として対象化できるよう
な、生産性や美観といったローカルな観念の
有無について、具体的に検討する。この調査
により、「高地ギニア森林生態系」における
里山的景観の多様性を押さえ、そこに働いて
いる自然資源の利用・維持システムの持続性
を、複眼的に検討することができる。 
 
３．研究の方法 
長期にわたる調査経験に基づき、植物生態

学的調査と民族植物学的調査、及び衛星画像
を用いた地理学的分析を組み合わせること
により、「高地ギニア森林生態系」を構成す
る基礎的な植生条件と、それを改変・維持し
てきた住民による植生への働きかけの実相
とその地理的・歴史的分布を明らかにした。
これら現在の状況についての調査を、19世紀
後半以降から出現する、植民地時代のフラン
ス語科学文献と照らし合わせ、今日まで数世
紀にわたる地域生態史として総合的な記載
を行った。これらの資料により、将来的に有
望な保全プロジェクトとして、保全されるべ
き西アフリカ型田園景観を定義するための
議論を行った。 
 

４．研究成果 
主たる研究対象地であるギニア共和国南

部のボッソウ／ニンバ地域に関する基礎的
な資料の収集・分析を行った。ボッソウの村
落林の成立の歴史を明らかにするため、ベル
トトランゼクト法と方形区設置法の双方を
組み合わせて行った森林内の樹木の分布調



 

 

査を行い、経年データの収集に努めた。 
生育する主要樹種、とくに巨木に関して、

ボッソウの住民を対象にした聞き取り調査
を行い、その分析作業を行った。ギニア北西
部及び南部熱帯林地域を興味深い比較対照
地域として設定し、植生タイプ内のさまざま
な変異を明らかにすることができた。とりわ
け、アブラヤシを基幹とした人為的植生の共
通点や相違点に関して多くの仮説を得るこ
とができた。両地の地方都市の市場において、
アブラヤシ生産物に注目して販売価格など
の調査を行い、近年の需要増加に伴い、在来
の非集約的生産体系がむしろ競争力を強め
ている興味深い現象を明らかにすることが
できた。 

植民地期の文書調査により、ギニア共和国
政府保管資料及びフランス植民地政府の行
政文書について重要文献の収集を行った。と
くにニンバ山に関する植民地時代の記載に
ついていくつか興味深い文献を入手し、ギニ
ア南部熱帯林地域の森林景観の歴史的変遷
についての理解を進めることができた。 
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